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X 0507：2004 (ISO/IEC 15420：2000) 

（1） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人流通システム開発センター(DSRI)

／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日

本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO/IEC 15420：2000，Information 

technology－Automatic identification and data capture techniques－Bar code symbology specification－EAN/UPC

を基礎として用いた。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 

JIS X 0507 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（規定）追加特性 

附属書 B（規定）シンボル体系識別子 

附属書 C（参考）UCC/EAN システムの概要 

附属書 D（参考）数字セット A，B，C 及び補助パターン 

附属書 E（参考）公称サイズシンボルの寸法図 

附属書 F（参考）従来の測定方法 

附属書 G（参考）読取り及び印刷の指針 
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日本工業規格          JIS 
 X 0507：2004 
 (ISO/IEC 15420：2000) 

バーコードシンボル－EAN/UPC－基本仕様 
Bar code symbology-EAN/UPC-Basic specification 

 
序文 この規格は，2000 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 15420:2000，Information technology－

Automatic identification and data capture techniques－Bar code symbology specification－EAN/UPC を翻訳し，技

術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。 

 

1. 適用範囲 この規格は，EAN/UPC シンボル体系のデータキャラクタの符号化，シンボル形式，寸法，

試験仕様及び参照復号アルゴリズムを含む要件について規定する。 

なお，データの内容及びこのシンボル体系の使用を管理する規則は，UCC/EAN システム仕様に規定さ

れている（附属書 C 参照）。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO/IEC 15420:2000，Information technology－Automatic identification and data capture techniques

－Bar code symbology specification－EAN/UPC(IDT) 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の一部を構成する。こ

れらの引用規格のうちで，発効年又は発行年を付記してあるものは，記載された年の版だけがこの規格の

規定を構成し，その後の改正版・追補は適用されない。ただし，この規格に基づいて契約を結ぶ場合は，

当事者間で引用規格の最新版を適用することが望ましい。発行年を付記していない引用規格は，その最新

版（追補を含む。）を適用する。 

JIS X 0520:2001 バーコードシンボル印刷品質の評価仕様－1 次元シンボル 

備考 ISO/IEC 15416:2000  Information technology － Automatic identification and data capture 

techniques－Bar code print quality test specification－Linear symbols からの引用事項は，この規

格の該当事項と同等である。 

JIS X 0530:2003 データキャリア識別子（シンボル体系識別子を含む） 

備考 ISO/IEC 15424:2000  Information technology －  Automatic identification and data capture 

techniques － Data Carrier Identifiers (including Symbology Identifiers)が，この規格と一致して

いる。 

JIS X 9001:1976 光学式文字認識のための字形（英数字） 

備考 ISO 1073-2:1976 Alphanumeric character sets for optical recognition－Part 2: Character set 

OCR-B－Shapes and dimensions of the printed image からの引用事項は，この規格の該当事項と


